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（概要書） 
         聖パウロ学校にみるジョン・コレットの教育観 
   —イギリス・テューダー初期におけるキリスト教的人文主義教育の研究— 
 
１. 先行研究の現状 
 欧米諸国及び我が国におけるジョン・コレットの教育観に関する先行研究を調べて
みるに、人物研究、神学研究、思想研究、教育史研究、教育思想研究といった領域か
ら一面的に捉えられてきたにすぎない。それらの研究では、聖パウロ学校について、
設立者であるコレットとその友人のデシデリウス・エラスムスが共にキリスト教的人
文主義の理想を教育の中で具現化せしめた学校である、という見方が一般的である。 
 
２. 本論文の目的 
 本論文の目的は、これまでの先行研究において一面的に捉えられてきたコレットの
教育観について、より総合的・包括的な理解を進め、その上で教育思想的考察を加え
ながら、エラスムスとは異なったコレット独自のキリスト教的人文主義教育観を解明
することにある。 
 
３. 本論文の意義 
 コレットの教育観に焦点を当てて解明することは、聖パウロ学校がエラスムスとの
全面的な協力体制の下で企図されたという従来の解釈に修正を加え一新させるもので
ある。コレットとエラスムスにみるキリスト教的人文主義の類似性と相違性に着目し、
彼らが必ずしも同じキリスト教的人文主義教育を志したわけではなかったことを検証
しながら、コレット独自の教育観を明らかにした点に本論文の独創性がある。 
 このようにして導出されたコレットの教育観は、同時にまた、イギリス近代教育思
想の源流、テューダー初期イギリス・ルネサンス期における教育論の基本的特徴を明
らかにするものである。 
 
４. 目次構成 
  序 章： 先行研究、論文の目的、意義、及び研究手順 
  第 1章： ジョン・コレットの生涯 
  第 2章： コレットにおけるキリスト教的人文主義—聖書解釈を中心にして  ー
  第 3章： コレットと新プラトン主義の思想的接点 
                     —コレットの教育観の哲学的源流— 
  第 4章： キリスト教社会の再生を目指す改革的精神 
  第 5章： コレットの信仰観と聖パウロ学校の設立動機 
  第 6章： 「聖パウロ学校規則」に示された文法学校としての教育理念 
  第 7章： 文法・修辞用教材にみる聖パウロ学校の「言葉の教育」 
  第 8章： ジョン・コレットの子ども観 
  終 章： ジョン・コレットの教育観 
 
 1
５. 概要 
 以下、論文の構成に従って内容の概要を述べていく。 
 
(1) 第 1章 ジョン・コレットの生涯 
 
  第 1章においては、コレットの生涯を俯瞰した。彼の生い立ちから青年期、ヨーロ
ーパ巡遊期、聖書解釈者としてのオックスフォード時代、聖パウロ司教座教会首席司
祭としてのロンドン時代、そして晩年までを追い、そうした中から聖パウロ学校設立
の時期と意味を捉えることとした。 
  コレットは当時社会的に台頭していく中産階層の出身であり、特に彼の父親は絹織
物組合という大組合の幹部を務め、ロンドン市長にまでなった人物だった。コレット
自身は、地元の文法学校からケンブリッジ大学へと進学し、卒業後はイタリアへと渡
った。イタリアにおける彼の足取りについては、ローマに立ち寄った以外には十分な
史料が残されておらず分かっていない。しかし、イングランド帰国後のコレットの思
想的特徴をみる限りでは、フィレンツェの宗教的雰囲気をもつ人文主義に影響された
と言われている。 
 帰国後のコレットは、オックスフォードでパウロ書簡に関する聖書解釈講義を行っ
た。 彼の聖書解釈は、スコラ神学的方法とは対峙するもので、この「新しい学問」を
もってイギリス人文主義は本格的に開花した。 
 やがてコレットは、ロンドンの聖パウロ司教座教会首席司祭となる。彼は自ら解釈
したキリストの教えを基盤にして、改革派の説教師として活躍することとなる。また
既存の文法学校があったにも拘らず、聖パウロ司教座教会内に新たな文法学校、聖パ
ウロ学校を建てたのである。 
 晩年のコレットは、ロンドン司教らによって異端的扱いを受け苦しみながらも、教
会改革を進め、厳格かつ禁欲的信仰を貫いたのだが、伝染病にかかって 53 年間の生
涯を閉じたのである。 
 
(2) 第 2章 コレットにおけるキリスト教的人文主義—聖書解釈を中心にして  ー
  
 第２章においては、コレットの思想的特徴を人文主義という側面から考察した。 
 イタリアに端を発した人文主義は、ギリシャ、ラテンの古典学問の復興を目指した。
やがてその運動は北方ヨーロッパへと移るに従って宗教性を帯び、研究対象が聖書、
教父の著作といった聖なるテキストにまで及んで、古典研究がなされたのである。キ
リスト教的人文主義者らは、中世末期のスコラ神学者が行っていたような、討論を通
じて神の何たるかを論及していくことはせず、テキストの文脈に沿ってキリストの教
えとは何たるかを導き出そうとしたのだった。 
 キリスト教的人文主義者と言われるコレットもまた、パウロ書簡に通底するキリス
トの教えを再生させようとした。しかし、その解釈方法には霊的解釈方法によるもの
で、エラスムスのように言語文献学的方法によるものではなかった。エラスムスは、
ギリシャ、ラテンの古典をも含めた豊かな知識ともって、正確な字義を捉えながらテ
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キストを精読した。一方でコレットの方は、そうした方法に理解を示しながらも、瞑
想を伴って、テキストの背後にある啓示を受け取ろうと努めたのである。この狭義の
意味における両者のキリスト教的人文主義の差異は、やがてキリスト理解の相違とな
って現れてくる。このことは、聖パウロ学校の言わば教育目標である「キリストに倣
う」ということの捉え方の違いにもなるのであった。 
 ところで、コレットの導出したパウロの教説において最も重視されたのが、キリス
ト教的愛の実践であった。コレットは、神の愛、自己愛、隣人愛というキリスト教的
愛の実践を信仰基盤に置き、それを教育の中で展開していくのであった。 
 
(3)第 3章  コレットと新プラトン主義の思想的接点 
—コレットの教育観の哲学的源流— 
  
 第３章では、コレットの思想的特徴を哲学的側面から考察した。彼の霊性さを重ん
じるキリスト教的人文主義には、フィレンツェのマルシリオ・フィチーノによって捉
えられた新プラトン主義的神秘思想が強く影響しているのである。 
 コレットの思想には、プロティノスを創始とする新プラトン主義、すなわち一者た
る、万物の始源元からの流出説、帰還説、その上に偽ディオニュシオスの、宇宙を統
括する愛のダイナミックな動きと捉えた神秘性、加えてフィチーノの、宇宙における
人間の中間的地位と、天上界と地上界と繋ぐ世界の結び目としての尊厳性ある人間の
捉えた存在位階論が認められる。すなわちコレットには、本性的に神へと向かってい
こうとする霊的魂たる人間が、神の愛の力によって引き上げられ、神と霊的合一を果
たすのだとする考えに立っているのである。この時、フィチーノは、人間が知と愛の
両翼ともって神の高みへと上がるとするも、コレットの方は愛の優位性をとった。人
間には善なる神へと向かっていこうとする志向性を有するも、常に肉の世界に落ちる
危険性を伴っているため、神の恩寵たる愛をより必要とする存在であるとみなしたの
である。 
  新プラトン主義的神秘思想に基づくコレットにおいては、愛ある教育によって子
どもたちがいかに霊的人間へと高められるかが求められたのである。それは鋭敏な感
覚をもって神の愛に気づき、恩寵に導かれながらも、主体的、且つ実践的に神の愛に
応えていこうとする人間の姿であった。 
  
(4) 第 4章 キリスト教社会の再生を目指す改革的精神 
 
 第４章では、特に 16 初頭のロンドンを中心としたコレットを取り巻く社会的状況
と、そこにみる実践的宗教家としてコレットの改革的精神を考察した。 
 オックスフォードからロンドンへと活動の場を移したコレットが目にしたのは、キ
リストの教えを知らない現世に生きる人々の姿であった。専制君主を目指す時の国王
ヘンリー８世は、対仏戦争に臨み、またローマ教会からの離脱も時間の問題であった。
ロンドン市民においては、極端な迷信的信仰、反聖職者主義の顕在化、また貧富の差
の激しさをと共に中産階層の私利私欲に走る姿も目に余るものがあった。教会はと言
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えば、聖職者の多くが堕落し世俗的欲に溺れて、霊的指導者としての自覚に欠けてい
たのである。 
 ロンドンの中心部に位置する聖パウロ司教座教会の首席司祭としてコレットは、こ
のような社会的状況を前にして、人々の心の内にパウロの教えを再生させる必要性を
感じ取った。彼は、説教、演説、新たな祈禱書の作成を通じて、キリスト者としての
あるべき姿を示したのである。その先には、ローマ教会を一つの頭とする、キリスト
の愛に連なった理想的精神的共同体の構築があった。 
 聖パウロ学校の設立とは、コレット自身のキリスト教的人文主義に裏打ちされた信
仰観に基づき目指された、信仰の立て直しを軸とする社会改革活動の一つとして捉え
られよう。彼の改革的精神は、次章で扱うところの、聖パウロ学校設立の動機解明へ
と有効な手がかりとなるのであった。 
 
(5) 第 5章 コレットの信仰観と聖パウロ学校の設立動機 
 
 第 5章では、コレットのキリスト教的愛に基づく聖パウロ学校の設立動機を明らか
にした。 
 聖パウロ学校には、礼唱堂を伴った文法学校という形態から、中世の教会教義に基
づいて、学校設立者が自身と親族の死後の魂の救済を願って学校を設立したという捉
え方があった。しかしながら、これまでも検証してきたように、コレットの信仰理解
にはルネサンスの思想的傾向である、人文主義と新プラトン主義からの影響が強く働
いていた。したがって、本論文では設立の動機を、中世信仰よりもルネサンスの新し
い信仰観から導出することとした。 
 コレットを精神上の師と慕ったトマス・モアは、公共善を実現するキリスト教的愛
に支えられたユートピアの建設を追求した。当時のキリスト教的人文主義者らは、等
しくそうした社会を望み、それぞれの立場においてメッセージを発信したのである。 
 コレットは、自身が父親から遺産を受け継いだ時に、平信徒向けに次のようなメッ
セージを発した。そこには、次のように聖パウロ学校設立の動機も明確に述べられて
いるのである。それは、一者たる神から流出した愛は、万物に宿っているため、それ
を再び神へと帰還させることがキリスト者の務めである、と。今、自身の手にある世
俗的財産は、キリストの愛ある教えを伝える学校設立に当てることこそ神の元に戻す
ことが神の義に適ったキリスト者としてのとるべき行動なのだ、と。かくして、現世
的事物は永遠なるものへとキリスト教的愛の力によって変えられたのである。 
 このように、ロンドン市民に対しては、免罪符など迷信にとらわれた行動を取るの
ではなく、キリストの教えに基づく、あるべきキリスト者としての生き方が示される
ところとなったのであるが、それは同時に、コレットのルネサンス期特有の信仰観に
みる学校設立の動機解明にも繋がったのである。 
 
(6)第 6章 「聖パウロ学校規則」に示された文法学校としての教育理念 
 
 第 6章では、コレット自らが作成した「聖パウロ学校規則」を具体的に取り上げて
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分析し、そこに示された彼の教育理念を考察した。 
 15世紀末からイングランドでは、新興の中産階層が実利目的にラテン語教育を必要
とし出した。加えて 16 世紀に入ると人文主義の影響の下で、人文主義的文法学校も
建てられていくこととなった。このように 16世紀は、それまでの聖職者のみならず、
俗人対象のラテン語文法学校が多く認められ隆盛することとなる。中でも、16世紀初
頭に建てられた聖パウロ学校は、後続する人文主義学校の一つの雛形とされ、聖パウ
ロ学校規則を手本とする文法学校も現れた。 
 聖パウロ学校規則は、学校の管理・運営、教師の資質、教科内容等、11の項目にわ
たって規定されている。中でも特筆すべきものには、コレットによって教育の無償性
が保障されたことである。それまでの文法学校は、教師自らが直接生徒から授業料を
徴収していた。しかし、コレットは無償性を確保するために、十分な支払いを教師に
約束したのである。 
 このように、いかなる者にも教育の門戸を開いたということは、彼の目指している
教育とは、特定の限定された者が必要とするのではなく、全ての人間にとって必要で
あると見たからである。また、彼は教師に対して、「学識と敬虔さ」の両方を兼ね備え
るべき者と定め、単にラテン語の知識を教えるだけの従来の文法学校の教師とは明ら
かに異なる捉え方をした。 
 更に教科内容の規定においては、そこに間違いや改変のない純粋なラテン語の修得
と共に、霊性さを有するラテン語の作品が定められ、「神を冒涜するかのごとく汚れた
学び」ではなく「イエスの生き方にみる、キリスト者としての行動と考えが備わる学
び」が示されたのだった。 
 このように、コレットの作成した聖パウロ学校規則を検証することによって、教育
理念としてみる彼独自のキリスト教的人文主義教育が明らかとなったのである。 
 
(7) 第 7章 文法・修辞用教材にみる聖パウロ学校の「言葉の教育」 
 
 第 7章では、聖パウロ学校で実際に使用された文法・修辞用テキストを取り上げ、
特にそれらの執筆過程を通して、コレットの求めた教育内容と教育方法を検討した。
これらのテキスト執筆には、コレットの他に、初代校長のウィリアム・リリー、そし
てエラスムスが関わっていた。執筆過程を通じてコレットとエラスムスとの間でみら
れた彼らの言葉の教育に対する見解の類似点と相違点を考察した。 
 コレットは、教育理念として、聖なる著述家の作品を子どもたちの教材として認め
るも、時として堕落の道へと誘惑するかのようなギリシャ、ラテンの作品に対しては
否定的見解を示していた。ところが実際に聖パウロ学校で使用された教材には、そう
したギリシャ、ラテンの作品からの引用文が載せられていたのである。執筆過程を検
証した結果、子どもたちにとって有害な文を含む作品を起用したのは、エラスムスで
あった。ここに両者の信仰観に基づく教育の在り方の違いが現れ出ることとなったの
である。 
 コレットとエラスムスは聖書解釈的方法論上の相違から、異なったイエスに対する
捉え方をした。すなわち、コレットにとってのイエス・キリストとは、神性であり、
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弱さとは隔絶された全き存在であった。弱き人間は、断食や禁欲という体験を通じて
自らを律し、瞑想を伴う霊的解釈をもって神の言葉に近づくことが望まれ、コレット
において「キリストに倣う」ということは、イエスが為したように、厳格且つ禁欲的
にして霊的信仰生活を実践することを意味するのであった。 
 一方でエラスムスにとってのイエス・キリストとは、人間と同様に弱さを持った存
在として受け止められた。人間は、持てる限りの知識をもって、より客観的な判断力
を行使した上での祈りと共に、神の言葉を理解することが望まれたのである。エラス
ムスにおいて「キリストに倣う」とは、道徳的弱さを認めた上で、多くの知識を伴っ
た理性と祈りをもって弱さとは何たるかを知り、それを克服するということなのであ
る。 
 実際にはこの問題は、現場の教師であるリリーの裁量に委ねられるところとなった。
彼は、コレットから直接初代校長に指名され、同時にエラスムスからも深く敬愛され
た人物であった。信仰心篤く、ギリシャ、ラテン語に精通した当代随一の文法家リリ
ーは、いかなる教材にも優る、子どもの生きた手本とされたのである。 
 このように教育内容については、特にギリシャ、ラテンの作品に対する扱いを巡っ
て見解を異にしたコレットとエラスムスではあったが、教育方法については両者とも
見解を同じにしていた。聖パウロ学校で実践された教育方法は、中世において行われ
ていたような機械的な暗記によるものではなく、学びの主体者として捉えられた生徒
が、段階を追って実践的に楽しく修得できるよう工夫されたものなのである。こうし
てまた、教授法という技術的側面においてもリリーの能力が発揮されたのだった。彼
の行った、所謂革新的な教育方法は、旧来型の文法教師との間に大きな論争を呼び起
こした程であった。コレットは、自らの教育的理想を実現せしめる霊的高みにあるリ
リーという優秀な教師の下で、キリストの教えが子どもたちの魂に響き、引き上げら
れ、受肉となることであろうと期待したのである。 
 
(8) 第 8章 ジョン・コレットの子ども観 
 
 第 8章では、エラスムスの子ども観と比較・検討しながらコレットの子ども観を明
らかにした。 
 まず、彼らの子どもに関する諸見解を検証しながら、両者に共通するキリスト教的
人文主義者としての見方、すなわち純真無垢なる存在としての子ども、宗教的価値を
もつ教育するに値する子どもという捉え方を導出した。 
 次に、コレットとエラスムスの異なった聖書解釈方法に基づいて引き出された、彼
らの異なった子ども観について考察した。これまでも論じてきたように、コレットは、
愛の力によって人間の霊的魂は天へと上昇し、より道徳的な人間へと、全き人間へと
近づくことが可能なのだとの立場にあった。本性的にそうした傾向をもって創造され
たとする人間観の内に彼が捉えた子どもとは、理性のみならず、それ以上に神の愛に
応えていこうとする存在であるされた。なお且つ目標とすべきイエスの捉え方におい
て、イエスが神性そのものであると解されたため、本性的に神性を有する子どもは、
子どものままでよしとされ、子どもらしさの追求が教育においてみられたのであった。
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コレットにとって子どもを教育するとは、キリストの教えを魂の内奥に直接ふれさせ、
生まれながらに神より与えられし、その純粋なる信仰心を表出させて、愛の実践的行
動へと誘うものなのである。 
 他方、愛のみならず理性的人間の在り方を追求したエラスムスにおいては、教育の
到達点が子どもを超えた大人の方向へと向かっていたと捉えることが出来るのである。
エラスムスのイエスの捉え方においては、善のみならず悪の何たるをも知った上で、
神に向かった有徳なる人間となるために、何よりも理性の働きとそれに伴う敬虔さが
求められていたのである。そのために、良き大人へと向かっていく子ども独自の発達
の仕方があるとみなされたのだった。 
 そこで最後に、エラスムスによって編集された、聖パウロ学校生トマス・ラプセッ
トの回顧録を取り上げた。幼少期よりコレットから直に教育を受けたラプセットの言
葉は、コレットとエラスムスの異なった子ども観を具体的に描き出しているのである。 
 かくして聖パウロ学校の教育は、このように「キリストに倣う」ということに関し
てコレットとエラスムスとの間では相違があったものの、一人一人の人間が主体的に
神の言葉と直接対話を果たし、理想的なキリスト教社会を築き上げていくものだとす
る共通の考えの下で、実践されていったのである。 
 
(9) 終章 ジョン・コレットの教育観 
 
 以上の研究手順を踏まえて総合的な見地から検討を加え、終章では教育の原理、教
育の目的、教育内容及び教育方法、生徒観、そして教師観としてコレットの教育観を
まとめた。 
 教育の原理については、彼の独自のキリスト教的人文主義思想に基づく信仰観を基
に、教育の目的については、そうした信仰観に裏打ちされるところの改革的精神にみ
られる聖パウロ学校設立の動機を基に、彼が教えるべきとした教育内容及び教育方法
については、「聖パウロ学校規則」や文法・修辞用教材の編纂過程とその内容を基に、
生徒観についてはコレットの子ども観やトマス・ラプセットの証言を基に、そして教
師観という点からは、「聖パウロ学校規則」に示された教師に関する規定や初代校長ウ
ィリアム・リリーという人物から明らかにしていった。 
 
 最後に、コレットの求めた教育の在り方が、現在の我が国の教育においていかなる
示唆を与えうるかについても言及し、結びとした。我が国の公教育が世俗性を前提と
している以上、聖パウロ学校の特色であるキリスト教というものを一旦は外して考え
なければならないであろう。しかしながらキリスト教という宗教性を取り払ってもな
お、時代を越えて永続していく普遍的価値の人間に対する感化力を見捨てることは出
来ないのである。愛情をもって子どもの中に永遠なるもの、善へと向かおうとする本
性を認め、魂を鼓舞する教育をもってそれを引き出そうとする点において、コレット
が求めた教育の在り方とは、十分に生かされるべきものであると確信する。 
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